
 

 
第 15 回⽇本プライマリ・ケア連合学会学術⼤会シンポジウム 

共催：WHO 健康開発総合研究センター（WHO 神⼾センター・WKC） 

   

   

WKC フォーラム 
「 ⾼ 齢 者 とプライマリ・ ケア： ⾼ 齢 化 を⾒ 据 えたヘルスシステムが埋 めるべきギャップとは」  
2024 年 6 ⽉ 9 ⽇ （ ⽇ ） 14:30〜 16:00 
会 場 ： 第 5 会 場 （ アクトシティ浜 松  コングレスセンター 31 会 議 室 ）  

 

  プ ロ グ ラ ム  

  司会 
世界保健機関健康開発総合研究センター 
（WHO 神⼾センター・WKC） 
冨岡 慎⼀ 

14:30 開会 WHO 神⼾センター 

（50 分） プレゼンテーション  （10 分×5 講演） 

⾼齢化に対応したプライマリ・ケアに 
向けた WHO における研究 

WHO 神⼾センター 
ローゼンバーグ 恵美 

 
⽇本の⾼齢者の医療費⽀出と満たさ
れていない医療ニーズの傾向 

甲南⼤学 
上村 ⼀樹 

 

誰⼀⼈取り残さない⾼⾎圧対策は 
可能か 

滋賀医科⼤学 
三浦 克之 

 

「だれも取り残さない」地域包括ケアの
データサイエンス 

京都⼤学 
近藤 尚⼰ 

 

「社会的処⽅」の実践 兵庫県養⽗市役所 
吉⽥ 由佳 

  

15:30 
（30 分） 

パネルディスカッション 
テーマ： ⾼齢化を⾒据えたヘルスシステムが埋めるべきギャップ：共有すべき学びとは 

16:00 閉会 WHO 神⼾センター 
 


